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悪性黒色腫に対するニボルマブ、イピリムマブ併用療法後に緊急透析を要する急性腎不全を発症した1例. 西日

本皮膚科 82(3): 215, 2020.

服部尚子, 小池雄太, 花谷祐未, 丸屋安広, 安東恒史, 室田浩之: 生体肝移植後に生じた移植後リンパ増殖性疾患の1
例. 西日本皮膚科 82(3): 227, 2020.

樋口真帆, 石川博士, 中島　潤, 加藤丈晴, 吉田真一郎, 三原裕美, 伊東正博, 室田浩之: Galectin-9とFoxp3免疫組織化

学染色によるATLL治療後のcutaneous adverse reactionsの再評価とリスク因子の検討. 西日本皮膚科 82(3): 228,
2020.

石川博士, 原　敦子, 寶来吉朗, 室田浩之: 帯状疱疹の再発を繰り返した1例. 西日本皮膚科 82(2): 126, 2020.

里見直義, 早稲田朋香, 神尾芳幸, 室田浩之, 冨野千愛, 渡辺千秋:: 菌状息肉症に対してタルグレチンによる治療を

行った2例. 西日本皮膚科 82(2): 126, 2020.

渡辺千秋, 東江里夏, 入江準二, 岩永　聰: Spindle cell carcinomaの1例. 西日本皮膚科 82(2): 126, 2020.

福地麗雅, 室田浩之: 当院におけるアピアランスケア講座について. 西日本皮膚科 82(2): 127, 2020.

根井悠里江, 竹中　基, 岩永　聰, 福地麗雅, 池田聡司, 井川幸子, 室田浩之: トレプロスト持続皮下注射部の発赤を

認めた2例. 西日本皮膚科 82(2): 128, 2020.

江原大輔, 岩永　聰, 服部尚子, 花谷祐未, 村山直也, 室田浩之: 術前に血管塞栓術を併用したびまん性神経線維腫

の1例. 西日本皮膚科 82(2): 128, 2020.

室田浩之: 皮膚における神経と免疫のクロストーク　発汗と痒みのメカニズム. 日本皮膚科学会雑誌 130(5): 1099,
2020.

室田浩之: 健やかな肌をつくるためのスキンケア〜肌の洗浄と保湿を考える〜　保湿による皮膚疾患の予防・肌

の保護. 日本皮膚科学会雑誌 130(5): 1139, 2020.

里見直義, 岩永　聰, 江原大輔, 森嵜仁美, 服部尚子, 室田浩之, 土居剛士: 再発性多発軟骨炎に合併し、壊死性筋膜

炎との鑑別に苦慮した重篤な壊疽性膿皮症の1例. 日本皮膚科学会雑誌 130(5): 1182, 2020.
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社会活動

競争的研究資金獲得状況（共同研究を含む）

学会

室田浩之: 汗とアトピー性皮膚炎. 日本皮膚科学会雑誌 130(5): 1281, 2020.

室田浩之: 汗って皮膚にとっては敵?味方? アトピー性皮膚 汗成分の"甘い"罠. 日本臨床皮膚科医会雑誌 37(2):
260, 2020.

室田浩之, 鍬塚さやか: 手湿疹の治療とガイドラインの活用法. 日本臨床皮膚科医会雑誌 37(2): 330, 2020.

室田浩之, 井上幸恵, 吉田憲史, 石本　敦: 本邦におけるアトピー性皮膚炎に関する疾病費用の推計. 日本皮膚科学

会雑誌 130(5): 1185, 2020.

早稲田朋香, 服部尚子, 小池雄太, 辻野　彰, 室田浩之: それぞれ原因の異なるHarlequin症候群の2例. 日本皮膚科学

会雑誌 130(5): 1186-1187, 2020.

渡辺華子, 小池雄太, 早稲田朋香, 福地麗雅, 岩永　聰, 山田悠一, 安東恒史, 今泉芳孝, 室田浩之: 多発皮膚腫瘤で発

症し、ATLLとの鑑別を要した原発性皮膚未分化大細胞リンパ腫の1例. 日本皮膚科学会雑誌 130(5): 1245, 2020.

室田浩之・教授 長崎県アレルギー疾患医療連絡協議会委員 長崎県

室田浩之: 発汗異常患者ケアの実際　無汗症に伴う疼痛・そう痒のメカニズム. 日本発汗学会総会プログラム・

抄録集 28回: 18, 2020.

村山直也, 室田浩之, 今福　武: Sticky Palm疑診例に関する文献的考察. 日本発汗学会総会プログラム・抄録集 28
回: 46, 2020.

小川さやか, 室田浩之, 田山　淳, 西野友哉: 発汗による不安の検討　原発性局所多汗症症状に対する不安尺度の

開発に向けたパイロットスタディ. 日本発汗学会総会プログラム・抄録集 28回: 48, 2020.

岩永　聰, 鍬塚　大, 室田浩之: 術後に顔面神経に沿って卵円孔から脳へ直接浸潤をきたした右頬部有棘細胞癌の

1例. 日本皮膚悪性腫瘍学会学術大会プログラム・抄録集 36回: 116, 2020.

室田浩之: 【手湿疹の治療とガイドラインの活用法】手湿疹の治療とガイドラインの活用法. 第36回日本臨床皮

膚科医会総会･臨床学術大会ランチョンセミナー11記録集 : 4-6, 2020.

米倉健太郎, 鶴田紀子, 宮城拓也, 小池雄太, 東　裕子, 桑代麻希, 中原剛士, 大畑千佳, 金子　栄, 山口道也, 池田賢

太, 原田佳代, 齋藤華奈実, 柳瀬哲至, 今福信一: 乾癬患者におけるHTLV-1抗体陽性率と治療選択に与える影響を

明らかにするための多施設共同観察研究. 日本乾癬学会学術大会プログラム・抄録集 35th: 199, 2020.

岩永　聰: 結合組織の遺伝性疾患　日本人弾性線維性仮性黄色腫患者における遺伝子解析. 日本結合組織学会学

術大会プログラム・抄録集 52回: 30, 2020.

Koike Y, Kuwatsuka S, Nishimoto K, Motooka D, Murota H: Skin mycobiome in patients with psoriasis under treatment
with biologics. 日本研究皮膚科学会年次学術大会・総会プログラム 45回: 163, 2020.

0 0 4 12 5 27

A-a A-b B-a B-b
シンポジウム 学会 シンポジウム

氏名・職 委　員　会　等　名 関　係　機　関　名

室田浩之・教授 油症対委員会委員 長崎県

竹中　基・准教授 評議員 日本皮膚免疫アレルギー学会

室田浩之・教授 副理事長 日本発汗学会

室田浩之・教授 Board member International Forum for Study of Itch

室田浩之・教授 理事 日本研究皮膚科学会

室田浩之・教授 理事 日本皮膚免疫アレルギー学会

室田浩之・教授 油症研究班班長 長崎県

竹中　基・准教授 指定難病審査会委員 長崎県

室田浩之・教授 評議員 日本乾癬学会

室田浩之・教授 Associate editor Allergology International
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特　許

その他
　非常勤講師

室田浩之・教授 日本医療研究開発機構 分担
免疫アレルギー疾患実用化研究事業「アレル
ギー性皮膚疾患の病態における発汗異常の解
明と治療法の開発」

室田浩之・教授 日本医療研究開発機構 分担
難治性疾患実用化研究事業「高解像度3次元イ
メージングによる特発性後天性全身性無汗症
の神経病態解析」

日本学術振興会 代表
若手研究「弾性線維性仮性黄色腫患者におけ
る重症度および予後因子の研究」

室田浩之・教授 厚生労働省 分担
厚生労働科学研究費（難治性疾患政策研究事
業）「稀少難治性皮膚疾患に関する調査研
究」

鍬塚 大・講師 日本学術振興会 代表
基盤研究(C)「エピジェネティクス（特に
HDAC)がケロイド発生病態に及ぼす効果の検
討」

氏名・職 資金提供元/共同研究先 代表・分担

室田浩之・教授 株式会社マンダム ヒト皮膚を用いた発汗障害のメカニズム解明研究

研　究　題　目

室田浩之・教授 厚生労働省 分担

厚生労働科学研究費（食品の安全確保推進研
究事業（カネミ油症に関する研究））「食品
を介したダイオキシン類等の人体への影響の
把握とその治療法の開発等に関する研究」

小池雄太・講師 日本学術振興会 代表
基盤研究(C)「発汗障害解明に向けた汗腺の上
皮間葉転換分子動態の解析」

村山直也・助教 日本学術振興会 代表
若手研究「嗅覚受容による全く新しい発汗制
御：熱中症予防や発汗異常の治療方法の確立
にむけて」

鍬塚さやか・助教 日本学術振興会 代表
若手研究「皮膚感覚過敏の機序解明～脳機能
評価を応用した新しい試み～」

岩永 聰・助教

岩永 聰・助教 日本学術振興会 分担
基盤研究(C)「エピジェネティクス（特に
HDAC)がケロイド発生病態に及ぼす効果の検
討」

氏名・職 特　許　権　名　称 出願年月日 取得年月日 番号

室田浩之・教授 マルホ株式会社 痒みの客観的評価方法の確立に向けた分析的研究

室田浩之・教授
ITOCHU Textile Prominent
(Asia) Limited

TRI-KNITシャツの着用がアトピー性皮膚炎に与える影響
を調査する探索的試験

室田浩之・教授
嗅覚受容体を介した香料による
発汗制御

2020年2月10日 出願中 特願2020-020740

氏名・職 職（担当科目） 関　係　機　関　名

室田浩之・教授 非常勤講師（皮膚科学） 大阪大学医学部
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　新聞等に掲載された活動

　学術賞受賞

　　特筆すべき事項

氏名・職 活動題目 掲載紙誌等 掲載年月日
活動内容の概要と

社会との関連

室田浩之・教授
あなたの常識、それ本当？
空気のせいだけじゃない！肌
の乾燥は"汗"も原因!?

太陽笑顔fufufu 2020年3月1日
汗とドライスキンについて解
説した

竹中　基・准教授
スポロトリコーシスについて
－疫学・診断・治療-につい
て

ラジオNIKKEI　皮
膚科セミナー

2020年7月4日
スポロトリコーシスについ
て、臨床、疫学、治療につい
て説明を行った。

鍬塚さやか・助教
あせも:原因は? 対処法は?
受診のタイミングは?

お医者さんオンラ
イン

2020年11月11日

一般向けに、あせもについて
原因・対処法・受診のタイミ
ングを記載した。

小池雄太・講師

【教えてドクター】もっと
知って、「乾癬（かんせ
ん）」のこと　治療は皮膚科
に相談を

とっとってmotto!	 2020年4月
乾癬の治療について述べ、一
般市民への乾癬の啓蒙を行っ
た

室田浩之・教授 夏のマスク事情 NBC長崎放送 PINT 2020年6月10日
コロナ対策、マスクと皮膚ト
ラブルについて述べた

室田浩之・教授
ISAD 11th Rajka Symposium
Best Oral Presentation Award

George Rajka
International
Symposium on Atopic
Dermatitis

"Dynamics and properties of
sweat: new insights into
atopic dermatitis
pathogenesis"の発表が優秀と
評価されたもの

①カネミ油症の診断,  治療の改善を目的とした厚生労働省の食品の安全確保推進研究事業（カネミ油症に関する
研究）に参加し,  下記の協力を行っている。
・油症検診： 昭和43年以来,  毎年1回長崎県下各地での検診を行っている。
・研究事業： 油症患者の毛髪,  皮下脂肪織,  皮脂中の有機塩素化合物の定量,  ポルフィリン代謝異常に対す
る影響などを検討し,  油症にみられる全身的悪影響を検討,  発表している。
②ひふの日の公開講座の開催に協力し、啓発活動を行っている。

鍬塚さやか・助教
しもやけ:原因は? 対処⽅法
は? かゆみがひどい時は? 受
診は必要?

お医者さんオンラ
イン

2020年11月11日

一般向けに、しもやけについ
て原因・対処法・受診のタイ
ミングを記載した。

氏名・職 賞　の　名　称 授与機関名 授賞理由、研究内容等
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